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ようこそ、先輩！近藤 伸充さん 
昨日、有田小と有田中部小の６年生が、来年度の中学校進学に向けて交流を行いました。有田

小学校の卒業生である近藤 伸充さん(近藤花店３代目)を迎えてお話を聞き、その後、６年生同士

がグループ活動を通して顔合わせをしました。 

 近藤さんのお話「近藤伸充の未来への遺産」では「得意分野で勝負しろ！」ということを、 

初代の祖父さんの花好きのエピソードや、２代目のお父さんからは 

伸充さんが描いた鮭を「よう描けた！本物のごたるッ！！」と褒め 

られたり、中学生で「ドラゴンクエスト」のレコードジャケットを 

写実して、美術の先生に「おまえが描いたのか?」と疑われる程、 

称賛の言葉をかけられたりしたことを、漫画ジョジョ風に挿絵を入れ 

ながら話されました。また、フラワーアレンジで全国入賞するまでの 

苦難の道のりについて、「その道のプロになる為の必要時間 10000 時間！！」の大切さを伝え

て頂きました。実際には、30000 時間の末、近藤さんの今があるそうです。  

 そして、フラワーアレンジの実演を行われ、10 分間で見事なフラワー 

アートを披露して頂きました。大ぶりの花から小ぶりなものへ流れるような 

手さばきで、子ども達も魅了されました。お話やアレンジを通して、「人間・ 

時間・空間」の３つの間の大切さと、未来への遺産が子ども達一人ひとりの 

可能性であることを伝えて頂きました。近藤 伸充さん、ありがとうございま 

した。有田小のアートギャラリーに、これからも近藤さんの作品を展示して 

頂けることを楽しみにしています。宜しくお願いします。 

 

有田小アートギャラリー、見事な折り紙に驚く！ 
先日の日曜参観の感謝の会でお話しした、有田小アート(芸術＆地域)ギャラリーに、驚きの折

り紙作品を展示して頂きました。アートギャラリーの目的である、地域の皆様による子ども達へ

良い刺激として、折り紙の素晴らしい技の「モネの睡蓮」(馬場久美子様)、「さんたツリー」(山

口タズコ様)、「ハロウィーン魔女・猫・小物入れ」(深江文代様)を披露して頂きました。早速の

ご協力に心より感謝します。ありがとうございます。これからも、地域の皆さんの素晴らしい特

技を有田っ子のために披露して頂き、人が集い、語り合い、つながるギャラリーにしていきます。 
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授業参観、ありがとうございました！ 

今回は、全学年で道徳科の授業を観て頂きました。道徳科は、子ども達が人として大切な価値

観や判断力を身に付けるために、友だちと話し合ったり実際の行動を考えたりします。今回の授

業で、子ども達がよりよい生き方や考え方、感謝の気持ちについて気付いたり考えたりすること

ができました。どうぞ、ご家庭や地域でも子ども達の心や行動を教え育てていきましょう。 

感謝の会やバザーも、ありがとうございました！ 
授業参観ともに、地域の方々への感謝の会や、PTAによるバザーを 

行いました。日頃から、子ども達の成長や学校教育にご協力を頂き、 

ありがとうございます。これからも地域とともに歩み続ける、有田小 

学校をめざしていきます。今回、バザーの物品を集めたり販売したり 

して下さった、PTA母親部の皆様にもお礼を申し上げます。売上金は、 

有田小アートギャラリー等、子ども達のために使わせて頂きます。  手品を披露して下さった浦川さん 

学年 
主題名 

教材名 
授業風景  

１年 

勇気を出して 

      

ダメ 

  最初はちょっぴり緊張気味の 1 年生でしたが

くまくんに「ダメ。」と言えなかったりすくんと

自分を重ねて考えることができました。これから

も、勇気をもって行動できることを期待します。 

２年 

生きる喜び 

 

ぼく 

 自分のことを大切にする「ぼく」について、2

年生らしい発言や反応が多く出ました。自分を大

切に思うように、友だちのことを思いやる気持ち

が育っていました。その気持ちを大切にしよう。 

３年 

目標に向かって 

 

一りん車

にのれた 

   努力する素晴らしさと、諦めてしまう気持ち

でゆれる、３年生の素直な発言が聞かれました。

友だちとの関わりを通して、これからも応援した

り認めたりする言動が見られることでしょう。 

４年 

家族と協力して 

お母さ

んのせい

きゅう書 

 母親と子どもの関わりを通して、後悔や感謝、

思いやりの気持ちが育っている４年生の姿が見

られました。家族としての信頼が、より強くなる

ことで、親子の絆が深まることでしょう。 

５年 

いじめとは・・・ 

 

ムード 

メーカー 

  身近な友だちの言動について、５年生の判断

と、その理由が観ていてよく分かりました。これ

からも、いじめを見逃さない強い気持ちを備えた

５年生になりましょう。期待しています。 

６年 

自分の生活を 

見直して 

お母さん、 

お願いね 

 朝、起こしてもらえなかったことに腹を立てる

子どもと、自立を望む親との関係について考える

ことができました。これからも、家庭での出来事

を通して、逞しく育つ６年生をめざしましょう。 


